
 

 

 

 

 

 

令和８年１月２２日 定例記者懇談会発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中部運輸局では、下記のとおり「地域公共交通確保維持改善事業及び地域公共交通計画

第三者評価委員会」をオンライン形式（Zoom）により開催します。 

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱等に定められているバスの運行費補助

等の事業評価に加え、中部運輸局では、地域公共交通計画の評価も対象として開催してい

ます。 

管内５県３２自治体等（※評価対象協議会等は別紙のとおり）における、地域全体の交

通ネットワークに関する取組等について、評価委員が専門的見地から評価を行うととも

に、今後の取組の改善に向けて助言いたします。 

記 

１．日   時： 

令和８年２月１０日（火）9 時 15 分～16 時 00 分（対象：愛知県内協議会） 
２月１２日（木）9 時 15 分～16 時 50 分（対象：三重県内・岐阜県内協議会） 

２月１３日（金）9 時 30 分～17 時 15 分（対象：福井県内・静岡県内協議会） 

２．評価委員（委員名は五十音順で記載）： 

加藤 博和 氏（名古屋大学大学院教授）、倉内 文孝 氏（岐阜大学教授）、 
杉木 直 氏（豊橋技術科学大学教授）、松本 幸正 氏（名城大学教授）、 
三寺 潤 氏（福井工業大学教授） 

３．会  場：名古屋合同庁舎第１号館 11 階 運輸大会議室 

４．傍聴方法：傍聴には Zoom にアクセスできるインターネット環境が必要です。傍聴
希望の方は、以下 URL からお申し込みください（傍聴日当日も可）。 

中部運輸局ホームページ http://wwwtb.mlit.go.jp/chubu/tsukuro/hyoka/index2026.html 

 

 

連絡先 
中部運輸局 交通政策部交通企画課 

江川、小坂井  TEL: 052-952-8006 

【報道機関の皆様へ】会場に報道機関席を設けますので、取材のお申し込みは、開催
日前日までに上記連絡先へご連絡をお願いいたします。 

中部運輸局交通政策部 

地域公共交通の現状を評価し、専門家が今後の方向性を助言します  

「地域公共交通確保維持改善事業及び地域公共交通計画第三者評価委員会」開催                       

オンライン配信による傍聴者募集中 



別紙 
 
 
 

 開催枠 協議会名 

 

２ 

月 

10 

日 

（火） 

愛知 

9:15～11:55 

 

 

愛知県公共交通協議会 

知立市総合公共交通会議 

東浦町地域公共交通会議 

武豊町地域公共交通会議 

常滑市地域公共交通協議会 

一宮市地域公共交通会議 

愛知 

13:10～16:00 

 

瀬戸市地域公共交通会議 

日進市地域公共交通会議 

東郷町地域公共交通会議 

豊明市地域公共交通活性化協議会 

 

２ 

月 

12 

日 

（木） 

三重 

9:15～11:55 

三重県地域公共交通協議会 

伊賀市地域公共交通活性化再生協議会 

亀山市地域公共交通会議 

明和町地域公共交通協議会 

志摩市地域公共交通会議 

岐阜 

13:30～16:50 

岐阜県地域公共交通協議会 

関市公共交通活性化協議会 

可児市地域公共交通協議会 

養老線地域公共交通再生協議会 

岐南町地域公共交通活性化協議会 

郡上市地域公共交通会議 

 

２ 

月 

13 

日 

（金） 

福井 

9:30～11:40 

福井県地域公共交通活性化協議会 

鯖江市地域公共交通活性化協議会 

勝山市生活交通地域協議会 

小浜市地域公共交通会議 

静岡 

13:15～17:15 

静岡県地域公共交通活性化協議会 

浜松市地域公共交通会議 

湖西市地域公共交通会議 

伊豆市地域公共交通会議 

伊豆の国市地域公共交通会議 

富士市公共交通協議会 

富士宮市地域公共交通活性化再生会議 

 

 

評価対象協議会等の一覧 



地域公共交通確保維持改善事業及び地域公共交通計画第三者評価委員会

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱等に定められるバスの運行費補助等の事業評価に加
え、中部運輸局独自に地域全体の公共交通に関する取組に対して評価、助言等を実施。

① ネットワークの評価

バスの運行費補助等の国庫補助事業のみならず、地域公共交通
計画の評価結果を評価の対象とし、地域全体の交通ネットワー
クについて評価を行い、地域全体の取組が真に地域公共交通の
改善に資するかを議論。

④ 評価プロセスの公開

評価委員会の公開や、運輸局ホームページ上の資料公開により、
地域公共交通の現状を可視化。

③ 多様な委員の参画

以下５名の学識委員が参画（２～３名が交代で担当）。

各分野・立場から意見・助言を行う。

・松本 幸正氏（名城大学教授）・倉内 文孝氏（岐阜大学教授）

・加藤 博和氏（名古屋大学大学院教授）

・杉木 直氏（豊橋技術科学大学教授）・三寺 潤氏（福井工業大学教授）

② 広域的、モード横断的な視点での議論を実施

広域的バス路線と鉄道・コミバスとの役割分担や、危機的と
なっている広域的バス路線（幹線系統補助路線）への具体的な
対応方針などについて議論。

第三者評価委員会の様子

運輸局ホームページ上で

公開される資料


